




















































































 高 鳥 怪鳥
シテ ル
 畜仆 蠱物爲 殺畜生－取其血肉
『延喜式』が伝えるリストに見える二つの語， “シラヒト” と “コクミ”
が指すのはヤマヒであり，それぞれ「皮膚が白くなるレプラ」と「腫瘍性ク
ル病」を指す。１８１）そして，これにそれぞれ対応する項目が『藥師經』にも見ら












とりけものはふむし わざはひ はら まじないや のり
鳥獸昆虫の災異を攘はむが爲に，其の禁厭むる法を定む。１８４）
ノリトで追加された項目のうち， “シラヒト” と  “コクミ” に続いて
現れるのは， “タカツ－トリ” と  “ハフ－ムシ” であり，“ケモノ” は欠け













『延喜式』のノリトで “ハフ－ムシ” の語と “タカツ－トリ” の語は併置されて







































































































































































































































































































































































































































































































































































































１９２）『皇太神宮儀式帳』１０：國都罪止所始志罪波 ……… 川入〔罪〕火燒罪乎 ………







































































´Abhidharmakosabha¯sya, ed. P. Pradhan, Patna, 1975, 181 (kosa 3. 93d－94
・


























































１）インド文字で表記された “buddha” を漢字で表記したたのが “佛〔陀〕” で
ある。同じ語を違う文字で表記したに過ぎないから，“ブッダ” と “佛” は等価
である」（“ブッダ” ＝ “佛”）。
２）同じ漢字である以上，中国文献で使われる “佛” と日本文献で使われる
“佛” は等価である（“佛” ＝ “ブツ”）。





























































































































































ている。しかしながら，“ヒノ－ケ” の “ケ” は甲類の仮名 “異” で表記され，乙類の









































































































語合成 “チクラ－ノ－オキト” の第１要素 “チクラ” の “チ” は「千」／「多数」を指し，
“クラ” は「何かを置く場所」／「置き場所」を指す（cf．“クラ”（鞍），“クラ”（倉）。
したがって，“チ－クラ” は「多くの置き場所」を意味する。青木紀元によると， “コ
ト－ト”（事戸）と “ノリ－ト”（詔戸）の “ト” は「呪言」を指し，“トゴヒ－ド”（詛戸）
の “ド” は「呪物」を指す（『祝詞古伝承の研究』，東京，１９８５，１５４）。そうすると，










かしはら の ひ じり の み
高い境地に到達した理想の人格ではない。『萬葉集』の２巻２９には “橿原乃日知之御
よ ゆ
世從 ………” とあって，合成語 “ヒ－ジリ” が “日知” と表記されている。その前分

















２４４）象徴操作によってブッダになる方法を “タントラ仏教” と言い，中国語で “密教”
と訳された。しかしながら，空海自身がこの方法でブッダになろうとしたことはな
いし，弟子たちが書き残したものにも，そのことへの言及は見られない（cf．小林，
「アーヴェーシャと阿尾奢，そしてアビシャ／バク ― “仏教東漸” と言われていること
の実態―」，『〔桃山学院大学〕国際文化論集』３１，２００４，３－２１）。
２４５）８世紀の日本で政府はワザワヒの予防にそれほど強い関心がなかったが，８２２年
の太政官符では，去年の冬に雷があったことを根拠に，流行病と洪水を予見し，前
もってそれに対処させようとしている。ワザハヒ対処策の範囲が拡大して，未来に
起きることの予防に及ぶことになったのである。
２４６）『日本三代實録』７，『国大』４，１１２－１１３：〔貞觀五年五月〕廿日壬午。神泉苑に於て，
御靈會を修す。……… 所謂御靈とは，崇道天皇，伊豫親王，藤原夫人，及び觀察使，
橘逸勢，文室宮田麻呂等，是れなり。……… 近代以來，疫病，繁發す。死亡，甚だ
おほ おもへらく
衆し。天下，以爲，「此の災ひ，御靈の生ずる所なり」と。
ゴリャウとゴリャウ－ヱに言及する最初の記事がこれである。大規模なワザハヒを
防ぐために，第１回のゴリャウ－ヱが神泉苑で行われた。ここでゴリャウとして選ば
れたのは，政治陰謀の犠牲になって無念の死を遂げた６人のタマであった。先ず早
良親王（？－８７５）がいて，これに伊予親王（？－８０７）とその母親が続く。次に “觀察
使” と言われているのは藤原仲成（７７４－８１０）のことであり，これに橘逸勢（？－８４２）
と文室宮田麻呂（『續日本後紀』１６３－１６４）が追加される。
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